
令和３年　春の叙勲

色々な人の想いを込めて！
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元桂川町消防団分団長　山
や ま べ

邊 俊
としあき

明 氏が春の叙勲受章

東京2020パラリンピック聖火の種火
桂川町の特色を活かした古代の器具を使用し採火

令和３年春の叙勲で、山邊 俊
明氏（内山田）が瑞寶單光章

を受章し、井上町長を表敬訪問し
ました。山邊氏は、昭和41年4月
に桂川町消防団に入団以来、分団
長などを歴任し、平成15年に退
団。長きに渡り、消防・防災活動
に尽力された功績が認められ今回
の受章となりました。井上町長は、

「長きに渡りご尽力いただき心か
ら感謝します」と感謝の思いを述
べました。

８月24日に開幕する「東京2020パラリンピック」に向け、聖火のもととなる種火
をともす採火式が、国特別史跡 王塚古墳前の広場で執り行われました。採火は、

2018年に全国障がい者スポーツ大会陸上競技で50ｍ走優勝などの記録を持つ元パラ
アスリート竹

たけもと

本 洋
ひろたか

剛さん【写真右】が行い、桂川町の特色を活かした、古代の器具を
使用し採火しました。竹本さんは「選手の活躍と大会の成功、パラスポーツの発展を
心から願っています」と話しました。採火された火は８月15日に福岡市の天神中央公
園に集められ、東京へ届けられました。

▲春の叙勲を受章した山邊 俊明さん【写真右】
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